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麻
績
王
伝
承
考

* 

A 

『
万
葉
集
』
巻
一

麻
績
王
流
一
一
於
伊
勢
国
伊
良
虞
一
之
時
人
哀
傷
作
歌

う
ち
そ
を
を
み
の
お
ほ
き
み
あ
ま
な
れ
や
い
ら
ご
の
し
ま
の
た
ま
も
か
り
ま
す

打
麻
乎
麻
績
王
白
水
郎
有
哉
射
等
龍
荷
四
間
乃
珠
藻
刈
麻
須

ケ匂う
三工二つ

蝉2
之の

麻
命長績
乎五王
惜t 聞
美み与

野答
品設
J毘れ

ら
ご
の
し
ま
の

伊
良
虞
能
嶋
之

た
ま
も
か
り
は
む

玉
藻
刈
食

右
案
一
一
日
本
紀
一
日天
皇
四
年
乙
亥
夏
四
月
戊
成
朔
乙
卯

流
一
一
血
鹿
嶋
一
也
是
云
レ
配
一
一
子
伊
勢
国
伊
良
虞
嶋
一
者

B 

『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡

〆F『＼

一
一
一一、、＿＿，，

二
四三

位
麻
績
王
有
レ
罪
流
一
一
子
因
幡

若
疑
後
人
縁
一
一
歌
辞
一
而
誤
記
乎

梶

裕

史

-103 

一
子
流
一
一
伊
豆
嶋
一
一
子

--vu ι
μ
 

（
香
澄
里
）よ
り
往
南
十
里
に
、
板
来
の
村
あ
り
。
近
く
海
浜
に
臨
み
、
駅
家
を
安
置
く
。
此
を
板
来
の
駅
と
謂
ふ
。そ
の
西
に
、
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や
ら

榎
木
、
林
を
成
す
。
飛
鳥
の
浄
御
原
の
天
皇
の
世
に
、
麻
績
の
王
を
遣
ひ
て
、
居
ま
は
せ
た
ま
ひ
し
処
な
り
。
そ
の
海
は
、
塩
を
焼
く

藻
、
海
松
・
白
貝
・
辛
螺
・
蛤
、
多
に
生
ふ
。

c 

『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
四
月
甲
戊
朔
辛
卯
（
十
八
日

三
位
麻
績
王
有
レ
罪
。
流
一
子
因
幡J

一
子
流
二
伊
豆
嶋J
一
子
流
一
一
血
鹿
嶋
」

(1
) 

麻
績
王
と
い
う
伝
未
詳
の
人
物
が
、
右
の
よ
う
に
複
数
の
異
伝
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
説
｜
イ
ラ
ゴ
・
イ
タ
コ
と
い
っ
た

類
音
の
地
名
に
結
び
つ
い
て
、
海
部
の
巡
遊
神
人
が
持
ち
歩
い
た
「
貴
種
流
離
謹
」
が
流
布
し
て
い
た
、
と
す
る
見
方
が
著
名
で
あ
る
。
こ

(2
) 

れ
を
基
礎
的
な
視
点
と
し
て
、
最
近
の
注
釈
書
・
論
文
で
は
、
A

の
万
葉
歌
は
「
時
人
」
・
麻
績
王
の
実
際
の
唱
和
で
は
な
く
、
仮
託
・
創

作
さ
れ
た
物
語
歌
で
あ
る
と
の
見
方
が
定
着
し
て
い
る
。

A

が
原
伝
承
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
二
次
的
な
創
作
を
経
て
い
る
可
能
性
も
考
慮

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
十
分
に
有
り
得
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

(3
) 

西
郷
信
綱
氏
・
桜
井
満
氏
・
多
国
元
氏
等
は
、
伝
承
母
体
と
し
て
麻
績
氏
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
。
麻
績
氏
は
、
「
延
喜
式
』
神
名
帳

麻
績
神
社
の
あ
る
伊
勢
国
多
気
郡
麻
績
郷
（
『
和
名
抄
』
）
に
お
そ
ら
く
本
拠
を
持
ち
、
伊
勢
神
宮
の
神
衣
祭
に
お
い
て
、

此
神
服
部
等
、
斎
戒
潔
清
、
以
二
参
河
赤
引
神
調
糸
一
織
一
一
作
神
衣
一
又
麻
績
連
等
、
績
レ
麻
以
織
一
一
敷
和
衣
一
以
供
一
一
神
明
一
故
日
二
神

衣
。
（
『
令
義
解
』
神
祇
令
、孟
夏
）

と
あ
る
よ
う
に
麻
織
物
の
神
衣
（
『
延
喜
式
』
で
は
「
荒
妙
」
）
を
奉
織
す
る
氏
族
で
あ
っ
た
。
古
代
の
戸
籍
・
税
帳
等
か
ら
、
諸
国
で
は
遠

江
・
美
濃
・
下
野
・
下
総
・
上
総
に
、
麻
績
部
・
神
麻
績
部
・
若
麻
績
部
を
称
す
る
人
が
分
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
『
和
名
抄
」

に
よ
れ
ば
、
信
濃
・
下
総
・
下
野
・
陸
奥
の
諸
国
に
「
麻
績
郷
」
が
み
え
、
こ
れ
ら
の
地
に
は
麻
績
部
が
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
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よ
っ
て
、
麻
績
王
伝
承
を
麻
績
氏
の
始
祖
伝
承
と
捉
え
る
桜
井
氏
や
多
田
氏
の
見
解
は
傾
聴
に
価
す
る
が
、
前
掲A
B
C

で
王
の
配
流
地
と

さ
れ
る
伊
勢
国
伊
良
虞
・
常
陸
国
板
来
・
因
幡
固
と
の
地
縁
に
つ
い
て
は
、
今
一
つ
具
体
性
の
あ
る
見
通
し
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
は
、
「
麻
績
王
」
と
伝
承
地
と
の
縁
を
考
え
、
原
伝
承
に
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
氏
族
に
つ
い
て
、よ
り
具
体
的
に
探
る
こ
と
を
試
み

る
。
併
せ
て
、
原
伝
承
を
も
と
に
で
き
た
歌
物
語
は
万
葉
集
巻
一
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
点
も
考
察
し
た
い
。

因
幡
固
と
麻
績
王

正
史
で
は
、
麻
績
王
は
天
武
四
年
に
因
幡
に
流
き
れ
た
と
あ
る
。
本
稿
は
一
応
こ
れ
を
史
実
と
し
て
立
て
る
が
、
因
幡
と
「
麻
績
」
の
結

ぴ
付
き
は
偶
然
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
が
種
々
あ
る
。

ま
ず
、
問
題
の
イ
ラ
コ
と
い
う
地
名
で
あ
る
。
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
、
因
幡
国
岩
美
郡
浦
富
（
現
岩
美
町
）
の
項
で
「
略
解
云
、
射

等
龍
荷
島
は
、
因
幡
に
も
伊
勢
と
同
名
の
地
あ
り
し
に
や
、
註
の
説
よ
ろ
し
。
因
幡
志
云
、
巨
濃
郡
に
伊
良
子
埼
と
云
ふ
山
あ
り
て
、
牧
谷

(5
) 

古
田
の
辺
な
り
と
ぞ
、
其
地
な
る
か
。
（
吉
田
と
は
今
の
網
代
大
岩
の
辺
の
庄
名
な
り
）
」
と
述
べ
、
吉
永
登
氏
が
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
。

現
在
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
名
勝
「
浦
富
海
岸
」
と
し
て
知
ら
れ
る
地
域
に
、
イ
ラ
コ
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

浦
富
海
岸
の
す
ぐ
西
は
鳥
取
砂
丘
で
、
現
福
部
村
域
だ
が
、

そ
の
福
部
村
に
は
『
和
名
抄
』
所
載
の
「
服
部
郷
」
及
び
『
延
喜
式
』
神
名

帳
の
服
部
神
社
に
比
定
さ
れ
る
同
名
の
社
が
あ
る
。
地
名
と
関
係
深
い
と
思
わ
れ
る
服
部
氏
は
、
麻
績
部
同
様
諸
国
に
分
布
し
た
が
、
神
宮

の
神
衣
祭
で
「
和
妙
」
（
絹
織
物
）
を
織
っ
て
奉
仕
し
た
伊
勢
の
服
部
は
、
麻
績
と
一
対
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
麻
績
氏
と
は
浅
か
ら

ぬ
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
延
喜
式
』
神
名
帳
伊
勢
国
多
気
郡
に
、
麻
績
神
社
と
並
ん
で
「
服
部
伊
万
麻
神
社
」
「
服
部
麻
万
方

神
社
」
の
名
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
後
世
の
『
神
宮
雑
例
集
』
等
の
史
料
で
、
「
神
服
機
殿
」
が
「
麻
績
機
殿
」
と
近
接
し
た
地
に
あ
っ
た
と

-105-(380) 



(7
) 

わ
か
る
こ
と
、

現
存
の
神
服
織
機
殿
神
社
も
神
麻
績
機
殿
神
社
と
至
近
距
離
に
あ
る
こ
と

現
松
坂
市
内
）
等
か
ら
も

両
氏
が
親
近
の
関

(379) 

係
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

オ
フ

因
幡
の
服
部
郷
は
、
古
代
は
法
美
郡
に
属
し
た
。
西
隣
り
は
、
現
鳥
取
市
域
に
相
当
す
る
古
代
の
邑
美
郡
（
和
名
抄
の
訓
「
於
不
美
」
）

(8
) 

で
あ
る
。
菊
地
康
明
氏
は
こ
の
地
名
と
麻
績
（
も
と
ヲ
ウ
ミ
）
と
の
関
連
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
音
韻
上
慎
重
に
扱
う
べ
き
と
し
て
も
、

タ
カ
タ
ケ

注
目
す
べ
き
は
、
郡
内
に
あ
る
「
和
名
抄
』
記
載
の
美
和
郷
と
式
内
社
中
臣
崇
健
神
社
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
神
社
は
現
在
で
も
社
殿
が
な

く
古
墳
を
遥
拝
す
る
形
式
を
も
ち
、
大
和
三
輪
明
神
（
大
神
神
社
）

の
形
式
に
な
ら
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

『
因
幡
志
」
）
。

ミ
ワ
氏
が
、
麻
績
氏
と
深
く
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
崇
神
紀
七
年
八
月
七
日
に
、

ま
を

倭
遁
速
神
浅
茅
原
目
妙
姫
・
穂
積
臣
が
遠
祖
大
水
口
宿
禰
・
伊
勢
麻
績
君
三
人
、
共
に
同
じ
夢
見
て
奏
し
て
言
き
く
、
「
昨
夜
の
夢
に

一
貴
人
有
り
。
講
へ
て
日
く
、
『
太
田
田
根
子
を
以
ち
て
大
物
主
大
神
を
祭
る
主
と
為
し
、
亦
市
磯
長
尾
市
を
以
ち
て
倭
大
国
魂
神
を

た
ひ
ら

祭
る
、
王
と
せ
ば
、
必
ず
天
下
太
平
ぎ
な
む
』
と
い
ふ
」
と
ま
を
す
。

お
だ
ま
き

そ
れ
に
有
名
な
三
輪
山
説
話
の
「
苧
環
」
を
思
い
合
わ
せ
て
も
予
想
で
き
る
が
、
加
え
て
当
時
、
美
濃
・
遠
江
に
お
い
て
、 -106-

と
あ
る
記
事
、

ミ
ワ
を
称
す
る
者
と
麻
績
部
を
称
す
る
者
が
同
じ
里
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
伊
福
部
の
存
在
で
あ
る
。
因
幡
の
法
美
郡
・
邑
美
郡
に
古
代
、
勢
力
を
張
っ
た
豪
族
は
伊
福
部
氏
で
あ
っ
た
。

（
後
述
）
。

延
暦
三
年
の
「
伊
福
部
臣
古
志
」
に
よ
る
と
、
孝
徳
天
皇
二
年
、
因
幡
に
初
め
て
「
水
依
評
」
が
設
置
さ
れ
て
伊
福
部
都
牟
白
が
評
督
に
任

ぜ
ら
れ
、
の
ち
都
牟
自
の
嫡
流
が
法
美
郡
司
、
庶
流
が
邑
美
郡
司
に
な
っ
た
と
い
い
、
同
書
は
、
系
譜
の
異
な
る
「
因
幡
国
造
」
一
族
に
対

し
、
白
氏
が
国
造
族
か
ら
分
れ
出
た
一
支
族
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
国
庁
は
法
美
郡
稲
葉
郷
に
置
か
れ
た
が
、
伊
福
部
氏
は
平
安

朝
は
有
力
な
在
庁
官
人
と
な
り
、
当
国
一
宮
の
宇
倍
神
社
の
神
官
を
兼
務
し
て
い
た

（
日
本
歴
史
地
名
体
系
『
鳥
取
県
の
地
名
』
）
。



い
ふ
き

古
代
、
諸
国
に
分
布
し
た
「
伊
福
（
五
百
木
）
部
」
の
名
義
に
つ
い
て
は
、
息
吹
の
意
で
、
製
鉄
の
際
、
高
熱
の
火
を
得
る
た
め
の
送
風

(9
) 

装
置
で
あ
る
踏
輔
を
掌
っ
た
と
す
る
説
ほ
か
諸
説
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
伊
勢
神
宮
な
い
し
は
機
織
り
に
何
ら
か
の
関
係
を
持
つ
団
体
で
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

D 

（
雄
略
紀
三
年
四
月
）
阿
閉
臣
国
見
［
更
の
名
は
磯
特
牛
］
、
拷
幡
皇
女
と
湯
人
の
慮
城
部
連
武
彦
と
を
議
ぢ
て
日
く
、
「
武
彦
、
皇

女
を
汚
し
ま
つ
り
て
、
任
身
し
め
た
り
」
と
い
ふ
。
武
彦
が
父
枚
菖
職
、
此
の
流
言
を
聞
き
て
、
禍
の
身
に
至
ら
む
こ
と
を
恐
り
、
武

か
は
た
つ
ま
ね

彦
を
宜
城
河
に
誘
へ
率
て
、
偽
き
て
使
鴎
鵡
没
水
捕
魚
し
て
、
因
り
て
其
の
不
意
に
打
ち
殺
し
つ
。
天
皇
、
聞
し
め
し
て
使
者
を
遣
し

て
、
皇
女
を
案
へ
聞
は
し
め
た
ま
ふ
。
皇
女
、
対
へ
て
言
さ
く
、
「
妾
は
識
ら
ず
」
と
ま
を
す
。
俄
に
し
て
皇
女
、
神
鏡
を
賓
り
持
ち

わ
な

人
の
行
か
ぬ
を
伺
ひ
、
鏡
を
埋
み
て
経
き
死
ぬ
。
天
皇
、
皇
女
の
不
在
こ
と
を
疑
ひ
、
恒
に
闇
夜
に
東
西

て
、
五
十
鈴
河
上
に
詣
り
、

一 107-

に
求
覚
め
し
め
た
ま
ふ
。
及
ち
河
上
に
虹
の
見
ゆ
る
こ
と
蛇
の
如
く
し
て
、
四
五
丈
ば
か
り
の
も
の
あ
り
。
虹
の
起
て
る
処
を
掘
り

あ
り

て
、
神
鏡
を
獲
、
移
行
く
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
、
皇
女
の
屍
を
得
た
り
。
割
き
て
観
る
に
、
腹
中
に
物
有
り
て
水
の
如
く
、
水
中
に
石

あ
り
。
根
菖
職
、
斯
に
由
り
て
、
子
の
罪
を
雪
む
る
こ
と
得
た
り
。
還
り
て
子
を
殺
せ
る
こ
と
を
悔
い
て
、
国
見
を
報
ひ
に
殺
さ
む
と

す
。
石
上
神
宮
に
逃
げ
隠
る
。

E 

く
ぴ
た
ま

（
安
閑
紀
元
年
間
十
二
月
）
是
の
月
に
、
慮
城
部
連
根
菖
喰
が
女
幡
媛
、
物
部
大
連
尾
輿
が
理
培
を
倫
み
取
り
て
、
春
日
皇
后
に
奉

る
。
事
発
覚
る
る
に
至
り
て
、
相
似
菖
喰
、
女
幡
媛
を
以
て
、
采
女
丁
に
献
り
、
［
是
春
日
部
采
女
な
り
。
］
井
て
安
芸
国
の
過
戸
の
宜
城

部
屯
倉
を
献
り
て
、
女
の
罪
を
購
ふ
。
．

右
D

の
「
拷
幡
皇
女
」
は
雄
略
紀
元
年
三
月
条
に
「
是
皇
女
侍
一
一
伊
勢
大
神
嗣
一
」
と
記
さ
れ
、
史
的
記
載
と
し
て
の
確
か
さ
の
濃
い
応

神
朝
以
降
で
は

い
わ
ば
プ
レ
・
斎
宮
の
初
見
と
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
慮
城
部
連
武
彦
は
そ
の
皇
女
の
「
湯
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の(378) 



記
事
か
ら
、
火
を
吹
い
て
湯
を
沸
か
す
と
い
う
職
掌
を
推
定
す
る
説
も
あ
る
が
、
武
彦
が
仕
え
た
「
拷
幡
皇
女
」
と
い
う
名
、そ
し
て

E

の
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「
幡
媛
」
と
い
う
子
女
の
名
は
、
天
つ
神
の
神
衣
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
関
連
し
て
つ
ぎ
の
伝
承
も
、
イ
ホ
キ
部
の

名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
示
唆
的
で
あ
る
。

F 

弥
加
都
岐
原

か
令
ろ
お
ほ
ゆ
こ

難
波
の
高
津
の
宮
の
み
世
に
、
伯
者
の
加
具
漏
・
因
幡
の
邑
由
胡
の
二
人
、
大
く
騒
り
て
節
な
く
、
清
酒
も
て
手
足
を
洗
ひ
き
。
こ
こ

『
播
磨
国
風
土
記
』
讃
容
郡

に
、
朝
庭
、
度
に
過
ぎ
た
り
と
為
て
、
狭
井
の
連
佐
夜
を
遣
り
て
こ
の
二
人
を
召
し
た
ま
ひ
き
。
そ
の
時
、
佐
夜
、
よ
り
て
悉
に
二
人

の
族
を
禁
へ
て
参
赴
く
る
時
に
、
屡
、
水
の
中
に
漬
し
て
酷
く
拷
ち
き
。
中
に
女
二
人
あ
り
、
玉
を
手
足
に
纏
け
り
。
こ
こ
に
、
佐

み
そ
あ
う

夜
、
惟
し
み
問
へ
ば
、
答
へ
て
日
く
、
「
吾
れ
は
こ
れ
服
部
弥
蘇
の
連
、
因
幡
の
国
の
造
阿
良
佐
加
比
売
に
要
ひ
て
生
め
る
子
、
宇
奈

比
売
・
久
波
比
売
な
り
」
と
い
ふ
。
そ
の
時
、
佐
夜
驚
き
て
云
は
く
、
「
こ
は
こ
れ
、
執
政
大
臣
の
み
女
な
り
」
と
い
ふ
。
す
な
は
ち

還
し
送
り
き
。
送
れ
る
処
を
、
す
な
は
ち
見
置
山
と
号
け
、

溺
け
し
処
を
、
す
な
は
ち
美
加
都
岐
原
と
号
く
。
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こ
の
話
は
意
味
が
分
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
機
織
り
を
職
と
す
る
服
部
氏
が
持
っ
て
い
た
伝
承
で
あ
ろ
う
と
は
推
測
で
き
る
。
「
水
の

中
に
漬
し
て
酷
く
拷
ち
き
」
と
あ
る
の
は
、
ど
こ
か
在
来
織
物
の
紡
績
初
期
工
程
で
あ
る
「
水
晒
し
・
し
ご
き
」
や
、
枕
詞
「
打
ち
麻
を
」

を
生
ん
だ
「
槌
打
ち
」
作
業
の
投
影
を
思
わ
せ
る
。
発
見
さ
れ
た
二
人
の
貴
女
が
「
玉
を
手
足
に
纏
け
り
」
と
あ
る
の
は
、
「
足
玉
も
手
玉

も
ゆ
ら
に
織
る
機
を
：
：
：
」
（
万
葉
集
巻
叩
・
二O
六
五
）
「
手
玉
も
ゆ
ら
に
機
織
る
少
女
」
（
神
代
紀
）
等
の
詞
章
と
相
通
じ
、
神
衣
を
織

る
亙
女
の
装
い
を
示
し
て
い
る
。
神
聖
な
機
織
り
姫
の
発
見
（
出
現
）

は
、
あ
る
い
は
美
し
い
麻
織
物
の
生
成
を
表
象
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
伊
勢
の
服
部
が
絹
の
和
幣
を
奉
織
す
る
か
ら
諸
国
の
服
部
も
絹
専
門
、

と
は
決
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
『
新
撰
姓
氏
録
』
で
は
服

部
（
服
）
連
は
大
和
・
摂
津
・
河
内
に
見
え
る
が
、
大
和
国
神
別
で
は
「
天
御
中
主
命
十
一
世
孫
、
天
御
梓
命
之
後
也
」
、
摂
津
国
神
別
で



は
「
煤
之
速
日
命
十
二
世
孫
、
麻
羅
宿
禰
之
後
也
」
、
河
内
国
の
神
別
で
は
「
爆
之
速
日
命
之
後
也
」
と
あ
る
。
火
・
麻
羅
・
梓
と
い
う
よ

（
叩
）

い
ず
れ
も
製
鉄
に
関
係
す
る
名
義
の
祖
神
を
掲
げ
て
い
る
点
で
、
イ
ホ
キ
部
と
の
関
連
が
想
定
で
き
る
。
因
幡
の
服
部
郷
は
前
述
の

フ
に

よ
う
に
、
当
国
の
伊
福
部
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
地
域
、
現
福
部
村
に
比
定
さ
れ
、
そ
の
福
部
村
に
は
、
服
部
神
社
の
ほ
か
に
伝
承
に
み
え

る
ア
ラ
サ
カ
ヒ
メ
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
式
内
社
「
荒
坂
神
社
」
も
現
存
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
麻
績
氏
と
関
連
深
い
と
思
わ
れ
る
ミ
ワ
氏
、

ま
た
親
交
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
服
部
氏
、
さ
ら
に
伊
勢
神
宮
・
機
織
り
と
関

係
が
あ
り
そ
う
な
伊
福
部
が
栄
え
た
地
域

つ
ま
り
法
美
郡
・
邑
美
郡
一
帯
に
隣
接
し
て
、
も
と
イ
ラ
コ
の
地
名
を
有
し
た
と
い
う
海
辺
が

あ
る
の
で
あ
る
。
麻
績
王
が
実
際
に
因
幡
に
流
き
れ
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
伝
承
が
「
史
実
」
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
国

は
「
機
織
り
の
王
」
の
流
伝
を
持
つ
に
十
分
な
素
地
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

常
陸
固
と
麻
績
王

常
陸
で
上
代
文
献
に
「
麻
績
」
と
表
記
す
る
郷
は
な
い

を
み

（
「
小
見
」
な
ら
ば
和
名
抄
茨
城
郡
に
あ
り
て
ま
た
古
代
の
戸
籍
等
か
ら
麻
績
の

名
も
見
出
き
れ
て
い
な
い
が
、
関
連
氏
族
や
周
辺
ま
で
含
め
る
と
、

や
は
り
伝
承
地
と
し
て
の
素
地
は
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

さ
し
あ
た
り
、

坂
東
が
調
・
庸
織
物
の
一
大
貢
納
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
延
喜
式
』
主
計
帳
を
見
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
織
物
の

種
類
は
、
延
喜
式
に
「
負
糸
国
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
級
絹
織
物
は
少
な
く
（
「
施
行
「
白
巾
」
程
度
）
、
主
流
は
在
来
繊
維
の
「
布
」

で
あ
っ
た
。
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
十
一
日
に
「
相
模
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
五
国
輸

（
和
名
抄
「
沼
能
織
麻
及
狩
為
市
也
」
）

調
、
一
芯
来
是
布
也
。
白
レ
今
以
後
、
施
・
布
並
進
。
」
と
あ
り
、
同
七
年
正
月
二
十
五
日
に
「
令
ド
相
模
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
五

園
、
始
輸
小
絡
調
上
」
と
あ
る
か
ら
、
養
蚕
は
ま
だ
後
進
地
帯
で
あ
り
、
在
来
織
物
に
因
む
名
を
も
っ
麻
績
部
の
者
が
広
範
に
分
布
し
て
い

-109-(376) 



た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
伝
承
地
の
板
来
（
現
潮
来
）

瀦
水
の
涯
に
生
ひ
き
。

か
ら
や
や
北
に
は
、
『
風
土
記
』
に
「
古
昔
、
麻
、

囲
み
大
き
竹
の
ご
と
く
、
長
さ
一
丈
に
余
り
き
」
と
記
さ
れ
た
麻
生
の
里
が
あ
る
。
現
利
根
川
を
渡
る
と
、
下
総
国
に
は
『
和
名
抄
』
海
上

郡
麻
績
郷
に
比
定
さ
れ
る
現
小
見
川
町
が
あ
っ
て
織
幡
・
虫
幡
な
ど
の
地
名
が
現
存
し
、
ま
た
現
印
璃
郡
栄
町
は
、
埴
生
郡
麻
在
郷
・
酢
取

郷
に
比
定
さ
れ
る

（
酢
取
に
つ
い
て
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
「
羽
取
の
謁
な
る
べ
し
、
今
羽
鳥
の
名
の
こ
り
て
：
：
：
」
と
述
べ
，
る
）
。

ず
れ
も
板
来
に
近
接
す
る
水
郷
地
域
で
あ
る
。

ま
た
行
方
郡
か
ら
は
離
れ
る
が
、
国
の
北
部
の
久
慈
郡
で
は
、
『
和
名
抄
』
に
①
「
倭
文
郷
」
②
「
美
和
郷
」
の
名
が
見
え
、
「
延
喜
式
』

神
明
帳
に
は
③
天
之
志
良
波
神
社
、
④
長
幡
部
神
社
が
載
る
。
そ
れ
ぞ
れ
目
を
留
め
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。

①
は
『
風
土
記
』
に
「
郡
の
西
日
里
に
、
静
織
の
里
あ
り
。
上
古
の
時
に
、
綾
を
織
る
機
を
、
知
れ
る
人
在
ら
ぎ
り
き
。
時
に
、

こ
の
村

初
め
て
織
り
き
。
因
り
て
名
づ
く
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
シ
ト
リ
は
拷
・
麻
・
苧
な
ど
の
横
糸
を
染
め
た
模
様
入
り
の
高
級
織
物
で
、
大
陸

産
の
錦
綾
に
対
し
「
倭
文
」
と
表
記
さ
れ
た
。
倭
文
部
は
坂
東
と
山
陰
に
多
く
分
布
し
、
先
の
因
幡
国
に
も
居
住
し
て
い
た
が
、
麻
績
氏
と

は
、
在
来
織
物
を
扱
う
と
い
う
点
で
共
通
し
、
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ミ
ワ
氏
と
麻
績
氏
と
の
縁
故
は
前
項
で
も
指

摘
し
た
が
、
②
も
因
幡
邑
美
郡
の
地
名
と
同
様
、
大
和
の
三
輪
の
神
の
祭
耐
と
関
連
し
て
つ
け
ら
れ
た
郷
名
と
考
え
ら
れ
、
現
那
珂
郡
緒
川

そ
の
遺
称
地
と
推
定
き
れ
る
。
③
は
、
『
古
語
拾
遺
』
が
麻
績
氏
の
祖
と
す
る
「
長
白
羽
神
」
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
。

村
の
三
輪
神
社
が
、

『
古
語
拾
遺
』
の
そ
の
く
だ
り
は
、
機
織
り
氏
族
同
士
の
関
係
を
考
え
る
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

0
・
・
・
・
・
・
思
兼
神
、

深
く
思
ひ
遠
く
慮
り
て
、
議
り
て
日
は
く
、
「
太
玉
神
を
し
て
諸
部
の
神
を
率
て
、
和
幣
を
造
ら
し
む
べ
し
。
：
：
：
長

白
羽
神
［
伊
勢
国
の
麻
積
が
祖
な
り
。
今
の
俗
に
、
衣
服
を
白
羽
と
謂
ふ
は
、
此
の
縁
な
り
。
］
を
し
て
麻
を
種
ゑ
て
、
青
和
幣
［
古

ゆ
ふ

天
日
鷲
神
と
津
昨
見
神
と
を
し
て
穀
の
木
を
種
殖
ゑ
て
、
白
和
幣
［
是
は
木
綿
な
り
。
己

語
に
、
爾
伎
豆
と
い
ふ
。
］と
為
き
し
む
。
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上
の
二
つ
の
物
は

一
夜
に
蕃
茂
れ
り
。
］
を
作
ら
し
む
。
天
羽
槌
雄
神
［
倭
文
が
遠
祖
な
り
。
〕
を
し
て
文
布
を
織
ら
し
む
。天
棚
機

姫
神
を
し
て
神
衣
を
織
ら
し
む
。
所
謂
和
幣
［
古
語
に
、
爾
伎
多
倍
と
い
ふ
。
］
な
り
。
：
：
：
其
の
物
既
に
備
は
り
て
、天香
山
の
五

百
箇
の
真
賢
木
を
掘
じ
て
、
：
：
：
上
枝
に
は
玉
を
懸
け
、
中
枝
に
は
鏡
を
懸
け
、
下
校
に
は
青
和
幣
・
白
和
幣
を
懸
け
、
太
玉
神
を
し

て
捧
げ
持
ち
称
讃
き
し
む
。
：
：
：
（
日
神
の
石
窟
幽
居
の
段
）

右
に
服
部
氏
は
登
場
し
な
い
が
、
前
述
、
因
幡
法
美
郡
の
服
部
神
社
の
祭
神
に
は
、
右
で
倭
文
の
祖
と
す
る
「
天
羽
槌
雄
命
」
も
含
ま
れ
て

い
る
。
松
坂
市
に
あ
る
神
服
織
機
殿
神
社
の
「
御
機
殿
六
座
」
は
「
稚
日
女
命

拷
幡
千
々
姫
命

長
白
羽
命

天
羽
槌
雄
命

天
棚
機
姫

三』
ロIJ

木
花
開
耶
姫
命
」
（
近
接
す
る
神
麻
績
機
殿
神
社
の
「
御
機
殿
六
座
」
と
同
じ
）

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
職
掌
の
似
た
氏
族
・
団
体
同
士

で
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
養
蚕
の
普
及
に
伴
い
、
も
と
「
麻
績
」
や
「
倭
文
」
を
称
し
て
い
た
者
た
ち
が
「
服
部
」

を
称
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
っ
た
変
遷
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
④
の
長
幡
部
と
い
う
の
も
、

そ
の
意
味
で
、
麻
績
部
と
全
く
没
交
渉
と

い
う
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。
「
常
陸
国
風
土
記
』
久
慈
郡
に
つ
ぎ
の
記
事
が
あ
る
。

O
郡
の
東
七
里
、
太
田
の
郷
に
、
長
幡
部
の
杜
あ
り
。
古
老
の
日
へ
ら
く
、
珠
売
美
万
の
命
、
天
よ
り
降
り
ま
し
し
時
に
、
御
服
を
織
ら

か
む
は
た
ひ
め

む
為
に
、
従
ひ
て
織
り
た
ま
ひ
し
神
、
名
は
締
日
女
の
命
、
本
、
筑
紫
の
国
の
日
向
の
二
所
の
峰
よ
り
、
三
野
の
国
引
津
根
の
丘
に
至

り
き
。
後
に
、
美
麻
貴
の
天
皇
の
み
世
に
及
り
て
、
長
幡
部
の
遠
つ
祖
、
多
豆
の
命
、
三
野
よ
り
避
り
て
、
久
慈
に
遷
り
、
機
殿
を
造

り
立
て
て
、
初
め
て
織
り
き
。
そ
の
織
れ
る
服
は
、
自
づ
か
ら
衣
裳
と
成
り
て
、
更
に
裁
ち
縫
ふ
こ
と
無
く
、
内
幡
と
謂
ふ
。
或
ひ
と

日
へ
ら
く
、
施
を
織
る
時
に
当
り
て
、
轍
く
人
に
見
ら
る
る
が
故
に
、
屋
の
扇
を
閉
ぢ
て
、
関
内
に
し
て
織
る
。
因
り
て
烏
つ
織
と
名

づ
く
。
ー
の
兵
、
丙
き
刃
も
、
裁
ち
断
る
こ
と
を
得
ず
。
今
、
毎
年
に
、
別
に
神
の
調
と
為
し
て
献
納
れ
り
。

(374) 

機
織
り
集
団
が
そ
の
土
地
に
移
住
し
た
起
源
説
明
の
伝
承
と
し
て
、
「
麻
績
氏
の
氏
祖
伝
承
」
の
内
容
を
具
体
的
に
推
測
す
る
際
な
ど
に
、



参
考
資
料
と
な
ろ
、
フ
。ち
な
み
に
「
内
幡
」
は
、
伊
勢
神
衣
祭
で
麻
績
氏
の
織
る
「
敷
和
衣
」
に
つ
い
て
、
『
令
集
解
』
釈
説
が
「
敷
和
者
、

宇
都
波
多
也
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
「
三
野
の
国
引
津
根
の
丘
」
に
つ
い
て
は
、
『
美
濃
国
神
名
帳
』の
不
破
郡
引
常
明
神
の

あ
る
関
ケ
原
町
・
垂
井
町
付
近
と
す
る
説
と
、
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
美
濃
国
安
八
郡
服
部
郷
を
締
日
女
命
の
職
業
上
の
故
地
と
考
え
て
大

（
日
）

垣
市
付
近
と
す
る
説
と
が
あ
る
と
い
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
常
陸
の
長
幡
部
が
美
濃
か
ら
移
住
し
た
と
の
伝
承
は
、
き
わ
め
て
注
目
さ
れ

る
。
『
古
事
記
』
開
化
天
皇
条
に
、
日
子
坐
王
の
子
神
大
根
王
が
「
三
野
の
国
の
本
巣
の
国
造
・
長
幡
部
連
が
祖
」
で
あ
る
と
い
う
記
述
が

あ
る
が
、
美
濃
の
本
巣
郡
・
席
田
郡
・
安
八
郡
・
方
県
郡
・
賀
茂
郡
と
い
っ
た
近
接
す
る
一
帯
は
、
麻
績
部
・
服
部
の
居
住
、及び
「
神

直
」
「
神
部
」
「
神
人
部
」
と
い
っ
た
ミ
ワ
の
者
、
そ
れ
に
イ
ホ
キ
部
の
多
数
の
居
住
が
確
認
で
き
る
地
域
で
あ
る
。

伊
福
部
と
い
え
ば
、
後
世
の
伝
承
で
あ
ろ
う
が
、
『
常
陸
国
風
土
記
逸
文
」
（
塵
袋
第
八
、
栗
田
寛
採
択
）

ヲ
カ

に
、
「
伊
福
部
ノ
岳
」
な
る
地

名
が
登
場
す
る
話
が
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。
兄
妹
で
田
植
え
の
早
植
え
競
争
を
し
、
負
け
た
妹
を
「
神
雷
」
（
伊
福
部
神
）
に
殺
さ
れ
た

へ
そ
ヲ
カ

兄
は
、
仇
討
ち
を
期
す
。
た
ま
た
ま
肩
に
と
ま
っ
た
雄
の
尾
に
績
麻
を
か
け
る
と
、
維
は
飛
び
上
が
っ
て
伊
福
部
ノ
岳
に
向
か
っ
た
の
で
、

イ
ハ
ヤ

麻
糸
を
た
よ
り
に
追
っ
て
い
く
と
神
雷
の
臥
す
石
屋
に
辿
り
着
い
た
。
太
刀
で
斬
ろ
う
と
す
る
と
、
神
が
命
乞
い
を
し
、
服
従
し
て
「
兄
」

の
子
孫
に
永
世
、
害
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
、

と
い
う
内
容
の
話
で
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
と
神
が
零
落
し
て
い
る
も
の
の
、

三
輪
山
説

話
の
話
型
を
一
部
持
っ
て
い
る
。
そ
の
「
伊
福
部
ノ
岳
」
は
、
久
慈
郡
と
の
境
界
近
く
、
現
多
賀
郡
豊
浦
町
の
夷
吹
山
に
比
定
さ
れ
る
と
い

う
、
海
岸
近
く
の
山
で
あ
る
。

結
局
、
常
陸
国
の
中
で
な
ぜ
板
来
が
麻
績
王
の
配
所
と
き
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
は
、
イ
ラ
ゴ
と
類
音
の
地
と
い
う
以
外
に
、

依
然
と
し
て
考
察
の
手
掛
か
り
が
な
い
。
し
か
し
以
上
の
よ
う
に
、
行
方
郡
の
周
縁
ま
で
視
野
に
入
れ
る
と
、
機
織
り
氏
族
の
伝
承
が
根
付

く
土
地
と
し
て
は
、
暗
合
を
感
じ
き
せ
る
資
料
を
集
め
得
る
の
で
あ
る
。
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美
濃
・
遠
江
と
麻
績
氏

伝
承
地
と
直
接
関
係
な
い
が
、
「
伊
勢
国
伊
良
虞
」
の
意
味
を
考
え
る
と
き
、
美
濃
・
遠
江
の
二
国
は
看
過
で
き
な
い
。

美
濃
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
麻
績
・
服
部
・
ミ
ワ
・
伊
福
部
の
居
住
が
重
な
り
、
機
織
り
関
係
氏
族
の
一
大
拠
点
だ
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
麻
績
部
の
者
は
、
大
宝
二
年
の
美
濃
国
本
賛
郡
栗
栖
太
里
戸
籍
に
、
二
十
名
以
上
の
名
前
が
見
え
る
が
、
同
戸
籍
に
は
伊
福
部
の
名

志
即
け
レ
凶
u
m＋勺
事4
9

も
多
く
見
え
て
い
る
。
伊
福
部
は
こ
の
本
賛
郡
栗
栖
太
里
の
ほ
か
に
、
同
戸
籍
で
味
蜂
間
郡
春
部
里
（
安
閑
天
皇
の
皇
后
春
日
山
田
皇
女
の

た
め
に
置
か
れ
た
春
日
部
の
居
住
に
由
来
す
る
か
。
前
掲

E

と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
）
・
山
方
郡
三
井
田
里
・
加
毛
郡
半
布
里

み
わ
ひ
と

に
多
く
分
布
す
る
。
加
毛
郡
半
布
里
は
、
同
時
に
多
数
の
「
神
人
」
、
そ
れ
に
「
秦
人
」
（
渡
来
系
機
織
り
集
団
）
の
居
住
が

（
『
和
名

抄
』
埴
生
郷
）

判
明
し
、
伊
福
部
と
機
織
り
と
の
関
係
が
こ
こ
で
も
伺
え
る
。

遠
江
で
注
目
さ
れ
る
の
は
浜
名
湖
一
帯
で
あ
る
。
古
代
、
こ
の
地
域
に
勢
力
を
扶
植
し
た
の
は
美
和
氏
族
で
あ
り
、
ミ
ワ
系
の
地
盤
は
、

『
延
喜
式
』
神
名
帳
浜
名
郡
の
弥
和
山
神
社
（
現
三
ケ
日
町
の
只
木
神
明
宮
）
や
、
英
多
神
社
（
現
三
ケ
日
町
の
浜
名
総
社
神
明
宮
。
ミ
ワ

（
日
）

の
存
在
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
浜
名
郡
の
近
隣
の
引
佐
郡
に
は
、
『
和
名

系
氏
族
の
「
浜
名
県
、
王
」
の
祖
太
田
回
根
子
を
祭
る
）

抄
』
伊
福
郷
が
あ
り
、

五
名
の
麻
績
部
と
伊
福
部
一
名
、
同
津
築
郷
か
ら
も
伊

ま
た
天
平
十
二
年
の
「
浜
名
郡
輸
税
帳
」
の
新
居
郷
に
は
、

福
部
一
名
、
そ
し
て
二
郷
合
わ
せ
て
十
一
名
の
「
神
直
」
「
神
人
」
の
名
が
見
え
る
。
ち
な
み
に
同
じ
浜
名
湖
岸
の
『
和
名
抄
』
敷
智
郡
雄

ゅ
う
と
う

踏
郷
（
現
雄
踏
町
）
は
、
後
世
ウ
フ
ミ
と
呼
ば
れ
た
が
、
付
近
の
伊
場
遺
跡
主
土
木
簡
で
天
平
七
年
と
記
さ
れ
た
も
の
に
「
烏
丈
」
と
あ
っ

て

こ
れ
を
オ
フ
ミ
と
訓
め
る
と
す
る
と
、
因
幡
の
邑
美
同
様
、
麻
績
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

こ
う
し
て
浜
名
湖
周
辺
は
、
美
濃
と
同
様
に
ミ
ワ
氏
族
・
麻
績
・
伊
福
部
が
互
い
に
縁
を
有
し
て
住
ん
で
い
た
地
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
(372) 



特
に
浜
名
総
社
神
明
宮
に
隣
接
す
る
岡
本
初
生
衣
神
社
は
、
伊
勢
神
衣
祭
の
「
神
御
衣
調
進
神
事
」
に
長
く
奉
仕
し
た
由
緒
を
抽
出
ノ
）
点
で
、

三
河
伊
良
湖
岬
に
あ
る
伊
良
湖
神
社
と
つ
な
が
り
を
持
つ
の
で
あ
る
。

伊
勢
神
宮
に
神
御
衣
を
奉
る
の
は
、
持
統
紀
六
年
間
五
月
十
三
日
に
「
伊
勢
大
神
奏
一
一
天
皇
一
日
、
免
一
一
伊
勢
国
今
年
調
役
」
然
応
レ
輪
一
一

其
二
神
郡
赤
引
糸
参
拾
伍
斤
、
於
一
一
来
年
一
当
レ
折
一
一
其
代
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
統
朝
当
時
は
、
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
が
最
初
の
二

神
郡
と
記
す
多
気
郡
・
度
会
郡
に
限
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
八
月
二
十
八
日
に
は
「
勅
、
伊
勢
大
神
宮
服
料
用
一
一
神

戸
調
」
と
あ
っ
て
、
貢
納
範
囲
が
諸
国
の
神
戸
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
儀
式
帳
や
延
喜
式
の
あ
げ
る
初
期
の
神
戸
設
置
国
の
一
つ
に
遠

江
が
あ
る
。
遠
江
の
最
初
の
神
戸
は
「
和
名
抄
』

の
浜
名
郡
賛
代
郷
（
現
三
ケ
日
町
）
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
天
慶
三
年
の
平

将
門
追
討
御
祈
願
の
報
妻
と
し
て
新
神
戸
が
加
わ
り
（
『
太
神
宮
故
事
類
纂
』
）
、
一
帯
は
伊
勢
神
領
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
っ
て
、
浜
名

総
社
神
明
宮
に
は
天
照
大
神
も
嗣
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

あ
が
た

至
近
の
岡
本
初
生
衣
神
社
は
、
境
内
に
大
岡
田
根
子
を
思
わ
せ
る
「
エ
ウ
ダ
様
」
を
祭
る
英
多
神
社
と
い
う
摂
社
が
あ
り
、
総
社
神
明
宮

あ
が
た

と
同
じ
く
ミ
ワ
系
の
県
氏
が
祭
っ
た
社
で
あ
る
。
こ
の
神
社
の
「
神
御
衣
調
進
神
事
」
は
、
宮
司
神
服
部
氏
の
持
つ
古
文
書
で
は
久
寿
二

年

一
五
五
）
起
源
と
伝
え
る
が

さ
ら
に
古
く
遡
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
（
承
暦
四
年

（
天
福
元
年
霜
月
十
八
日
の
四
条
天
皇
論
旨
）
、

六
月
十
日
付
神
祇
官
謹
奏
｜
『
朝
野
群
載
』
）
、
十
世
紀
の
新
神
戸
設
置
以
来
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
そ
の
神
事
と
い
う
の
は
、

河
の
服
部
郷
か
ら
運
ば
れ
た
赤
引
糸
を
受
け
取
っ
て

こ
の
初
生
衣
神
社
で
「
荒
妙
」
と
称
す
る
岡
織
り
の
絹
織
物
を
織
り
、
二
一
河
吉
田

（
現
豊
橋
）
の
神
明
社
を
経
て
、
海
路
伊
勢
へ
運
ぶ
と
い
う
次
第
で
、

明
治
十
八
年
ま
で
続
い
た
。
初
生
衣
神
社
に
あ
る
井
龍
造
の
「
神
倉
」

l土

こ
の
御
衣
を
は
じ
め
、
当
神
領
か
ら
の
神
税
品
目
の
保
管
庫
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
神
御
衣
の
中
継
地
も
し
く
は
制
作
地
で
あ
っ
た
と
の
伝
え
を
有
す
る
の
が
、
伊
良
湖
岬
に
あ
る
伊
良
湖
神
社
で
あ
る
。
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四

伊
良
湖
神
社

伊
良
湖
神
社
は
伊
勢
神
宮
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
神
社
で
あ
る
。
拷
幡
千
々
姫
命
を
嗣
り
、
四
月
に
、
神
宮
へ
の
絹
布
奉
献
の
古
事
に
因

む
と
い
う
御
衣
祭
を
行
な
っ
て
い
る
。
神
社
棟
札
に
は
「
大
略
年
号
者
貞
観
十
七
年
乙
未
正
月
九
日
ノ
鎮
座
」
と
あ
り
、江
戸
期
の
地
誌
、

例
え
ば
『
統
叢
考
』
（
享
保
八
年
）に
は
「
伊
良
久
大
明
神
の
草
創
は
仁
明
天
皇
の
嘉
祥
年
中
也
」
と
あ
る
。
平
安
中
期
か
ら
末
期
の
成
立

と
目
さ
れ
る
『
三
河
国
内
神
明
名
帳
』
に
「
正
三
位
伊
良
湖
大
明
神

坐
二
渥
美
郡
一
」
と
あ
る
の
で
、
平
安
朝
の
創
建
で
あ
る
こ
と
は
確

か
と
考
え
て
よ
い
が
、

よ
り
詳
細
な
年
代
や
御
衣
神
事
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
文
献
に
恵
ま
れ
な
い
。

『
渥
美
町
史
」
説
で
は
、
神
社
は
清
和
天
皇
の
貞
観
年
聞
の
創
立
で
、
当
時
か
ら
三
河
大
野
（
服
部
郷
）
産
の
赤
引
糸
を
伊
良
湖
で
機
織

し
伊
勢
合
さ
っ
て
い
た
が
、
久
寿
年
中
か
ら
機
織
は
前
述
の
遠
州
岡
本
の
初
生
衣
神
社
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伊
良
湖
は
中
継
地
へ
変

わ
っ
た
と
す
る
。
前
述
の
三
ケ
日
町
側
と
は
異
な
る
見
解
で
あ
る
。
な
お
遠
州
で
織
ら
れ
た
御
衣
が
渥
美
の
本
神
戸
か
ら
伊
勢
へ
直
送
き
れ

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
伊
良
湖
岬
と
伊
勢
と
の
聞
の
潮
流
の
激
し
い
海
峡
の
輸
送
に
万
全
を
期
す
た
め
、と
い
う
事
情
を
推

測
し
て
い
る
。
対
し
て
『
渥
美
郡
史
』
は
、
「
此
の
祭
は
神
社
草
創
以
来
か
ら
の
祭
礼
で
あ
る
か
、
夫
れ
は
判
然
と
し
な
い
。
永
正
年
間
牧

野
古
白
が
今
橋
〈
現
豊
橋
〉
に
築
城
す
る
時
に
馬
見
塚
の
逢
拝
所
を
伊
良
湖
に
移
し
た
と
あ
る
が
、
：
：
：
馬
見
塚
の
迄
拝
所
を
伊
良
湖
に
移

す
と
共
に
、

服
部
郷
か
ら
伊
良
湖
ま
で
荒
妙
を
送
っ
て
、
此
所
か
ら
船
で
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
夫
れ
が
後
世
に
は
変
化

し
て
伊
良
湖
か
ら
は
荒
妙
を
奉
ら
ず
に
、

服
部
郷
の
糸
を
遠
州
岡
本
村
で
織
り
吉
田
迄
持
っ
て
来
て
、
船
町
か
ら
発
送
し
た
も
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
る
。
江
戸
末
期
の
『
三
河
国
名
所
図
絵
』
に
も
「
諸
説
紛
々
」
と
あ
っ
て
、
神
社
や
御
衣
神
事
の
来
歴
に
つ
い
て
、
明
確
な
考
証
は

困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

ど
の
み
ち
万
葉
の
時
代
か
ら
み
て
後
世
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
こ
の
神
社
が
三
河
・
遠
江
の
伊
勢
神
領
及
び
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神
衣
祭
と
深
い
縁
故
を
持
つ
点
は
注
目
き
れ
て
よ
い
。

渥
美
半
島
は
三
河
国
で
は
最
も
早
く
神
戸
が
置
か
れ
た
地
で
あ
る
。
『
令
集
解
』
神
嘗
祭
条
古
記
が
参
河
を
神
戸
に
挙
げ
て
い
る
の
で
、

（
打
）

万
葉
集
編
纂
の
時
代
に
は
既
に
伊
勢
と
関
係
深
い
土
地
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
伊
良
湖
の
地
は
十
二
世
紀
初
頭
に
「
伊
良
湖
御
厨
」
と

な
っ
た
。
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
五
月
二
十
九
日
の
伊
勢
市
浦
口
町
出
土
の
瓦
経
に
「
三
河
国
渥
美
郡
伊
良
期
郷
」
（
経
塚
遺
文
）

え
、
伊
勢
外
宮
神
官
の
度
会
氏
が
施
主
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
渥
美
郡
で
作
っ
た
瓦
が
伊
勢
に
あ
り
、ま
た
度
会
を
名
乗
る
者
が
伊
良
湖

に
居
住
し
て
い
た
わ
け
で
、
伊
良
湖
神
社
も
こ
の
よ
う
な
神
宮
と
の
関
係
の
な
か
で
創
建
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
伊
良
湖
は
行
政
的
に
は
三
河

国
に
属
す
る
が
、
後
世
の
『
五
代
集
歌
枕
』
『
八
雲
御
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
等
の
歌
枕
書
や
「
古
今
著
聞
集
』
は
「
伊
勢
国
」
と
し
て
お
り
、

万
葉
集
も
同
様
に
、
神
宮
と
の
密
接
な
関
係
を
も
っ
印
象
で
「
伊
勢
国
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
参
河
国
名
所
図
絵
』
は
伊
良
湖

神
社
に
つ
い
て
「
或
云
麻
績
王
の
霊
を
祭
る
と
剛
補
松
に
見
へ
」
と
記
し
て
い
る
が
、
」
れ
は
『
三
河
剛
補
松
』
の
著
者
が
現
地
で
取
材
し

た
も
の
か
、
或
い
は
万
葉
歌
の
知
識
に
よ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

麻
績
王
伝
承
と
伊
良
湖
岬
と
の
繋
り
と
い
う
の
は
、
結
局
、
神
衣
祭
を
介
し
て
、
麻
績
氏
と
縁
故
の
あ
る
遠
州
浜
名
郡
の
ミ
ワ
系
の
機
織

り
氏
族
と
伊
勢
神
宮
と
の
交
通
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
重
要
な
中
継
地
と
い
う
視
点
か
ら
探
り
得
る
だ
ろ
う
。

五

海
人
と
機
織
り
と

麻
績
氏
を
中
心
と
し
て
、
縁
故
の
あ
っ
た
諸
国
の
機
織
り
氏
族
・
団
体
が
麻
績
王
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
と
見
る
と
し
て
も
、A
の
万
葉

歌
は
海
辺
に
さ
す
ら
う
貴
人
の
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
い
て
お
り
、
折
口
信
夫
が
言
う
よ
う
に
海
部
の
関
与
を
思
わ
せ
る
。
機
織
り
氏
族
に
ふ
さ

わ
し
い
の
は
「
打
ち
麻
を
」
の
枕
詞
だ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
多
田
氏
論
文
の
よ
う
に
、
万
葉
歌
が
「
原
伝
承
」
そ
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
と

(369) 

と
見



す
る
見
方
が
有
効
と
思
わ
れ
る
が
、
海
部
と
機
織
り
と
は
あ
な
が
ち
無
関
係
で
も
な
い
。

ま
ず
伝
承
地
と
海
部
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
と
、
因
幡
に
は
実
際
に
海
部
が
い
た
。
そ
れ
も
本
稿
が
注
目
す
る
伊
福
部
と
同
居
し
た

事
例
が
見
出
せ
る
。
因
幡
国
戸
籍
断
簡
（
正
倉
院
文
書
）
に
よ
れ
ば
、
因
幡
国
某
郷
に
は
戸
主
伊
福
部
小
足
の
戸
口
と
し
て
海
部
直
羊
女
な

る
女
性
が
居
た
り
、
同
国
某
郷
の
戸
主
海
部
牛
麻
呂
の
戸
口
海
部
身
麻
呂
の
妻
で
伊
福
部
小
足
女
と
い
う
女
性
の
名
も
見
え
た
り
と
、
海
部

の
者
と
伊
福
部
の
者
と
が
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
戸
籍
は
邑
美
郡
の
も
の
ら
し
い

『
鳥
取
県
史
』
）
。

伊
良
湖
岬
が
あ
る
渥
美
半
島
の
ア
ツ
ミ
も
、
阿
曇
族
の
居
住
に
由
来
す
る
か
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
海
部
と
縁
が
深
い
。
三
河
湾
の
島
々
か
ら

は
、
「
費
木
簡
」
と
い
う
、
調
・
庸
の
負
担
体
系
と
は
別
形
態
の
貢
進
物
付
札
木
簡
が
豊
富
に
あ
が
っ
て
お
り
、こ
の
地
域
の
民
は
朝
廷
か

愛
知
県
）
。
伊
良
湖
神
社
も
、
伊
勢
の
神
衣
祭
に
関
わ
る
社
と
な

お
き

る
以
前
は
、
綿
津
見
神
を
祭
っ
て
い
た
形
跡
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
麻
績
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
遠
州
雄
踏
町
の
式
内
社
「
息
神
社
」

ら
「
海
部
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
角
川
地
名
大
辞
典
幻

（
内
閣
文
庫
本
訓
「
オ
ム
ノ
」
）
所
蔵
の
、
室
町
時
代
の
作
と
み
ら
れ
る
女
面
に
は
、
内
側
に
「
い
ら
こ
里
う
志
ん（
龍
神
）
参
」
と
記
さ
れ

お
そ
ら
く
本
来
は
航
海
の
難
所
、
信
仰
的
に
重
要
な
境
界
に
鎮
座
す
る
海
神

あ
か
ぴ
こ
（
凶
）

と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
三
河
宝
飲
郡
の
「
赤
孫
神
社
」
の
存
在
も
、
注
意
を
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
も
の
が
あ
る
と
い
う
（
『
渥
美
町
史
』
）
。
伊
良
湖
の
神
は
、

常
陸
の
板
来
も
、
当
時
は
か
な
り
地
形
が
違
っ
て
、
『
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
海
辺
の
印
象
が
濃
い

B

）
。
戸
籍
等
か
ら
居
住
は
確
認
で
き

な
い
が
、
「
塩
を
焼
く
藻
、
海
松
・
白
貝
・
辛
螺
・
蛤
、
多
に
生
ふ
」
と
、
海
人
が
集
う
に
は
好
適
な
環
境
を
記
述
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
伝
承
地
に
海
部
の
生
活
・
信
仰
の
面
影
が
濃
い
こ
と
に
加
え
て
、
先
に
機
織
り
と
海
部
と
無
関
係
で
も
な
い
と
述
べ
た
の
は
、

例
え
ば
漁
網
や
海
藻
採
集
の
袋
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
に
「
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
き
衣
の
藤
衣
」
（3

・
四
二
コ
・
「
大
王
の
塩
焼
く
海
人
の

藤
衣
」
（
ロ
・
二
九
七
二

と
あ
る
よ
う
に
、
藤
布
な
ど
は
粗
衣
で
は
あ
る
が
、
海
水
に
強
く
、
海
部
の
民
に
は
着
衣
と
し
て
、
ま
た
海
藻
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がを
使入
用れ
きる
れ（袋
た坦と

し
て
重
玉

で
あ
っ

た~

一
方
、
在
来
繊
維
に
し
ろ
絹
に
し
ろ
、
伝
統
的
な
織
物
の
工
程
の
一
つ
「
糊
つ
け
」
に
、よ
く
海
薙

こ
う
し
て
海
部
と
機
織
り
を
職
と
す
る
人
々
と
は
、
相
互
に
生
活
必
需
品
を
交
易
す
る
こ
と
で
交
流
が
あ
っ
た
に
相
違
な

く
、
「
機
織
り
の
王
」
の
海
辺
の
流
浪
伝
承
に
海
部
が
関
与
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
不
思
議
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一_L..
ノ＼

持
統
六
年
の
伊
勢
行
幸

伊
藤
博
氏
は
A

の
「
物
語
歌
」
の
成
立
期
と
し
て
、
持
統
六
年
三
月
の
伊
勢
行
幸
の
時
を
候
補
に
あ
げ
て
い
る
。
『
全
注
巻
一
』
で
そ
の

考
え
を
述
べ
、
『
糟
注
』
で
も
「
一
二
二
番
歌
の
よ
う
な
歌
が
伊
良
虞
の
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
宮
廷
人
た
ち
が
こ
の

折
に
、
先
代
の
罪
び
と
に
思
い
を
入
れ
つ
つ
う
ち
興
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
二
四
番
歌
が
仮
託
の
物
語
歌
と
し
て
そ
の
折
に
作
成
さ

れ
た
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
こ
れ
を
優
れ
た
見
解
と
受
け
と
め
る
。

そ
れ
は
第
一
に
、
持
統
六
年
三
月
二
十
九
日
の
記
事
に

詔
免
十
近
江
・
美
濃
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
等
国
供
奉
騎
士
戸
及
諸
国
荷
丁
・
造
一
一
行
宮
一
丁
今
年
調
役
い
つ

と
あ
っ
て
、
麻
績
氏
と
関
係
深
い
と
目
さ
れ
る
美
濃
・
三
河
・
遠
江
と
い
っ
た
国
々
の
人
々
が
従
駕
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
二
十
日
の

還
幸
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
毎
一
到
行
J
轍
会
一
一
郡
県
吏
民J
務
労
賜
作
レ
楽
」
と
あ
っ
て
、
女
帝
は
行
幸
の
先
々
で
「
楽
」
（
歌
舞
）
を
催
し

て
い
る
。
五
月
六
日
条
に
は
「
御
一
一
阿
胡
行
宮J

進
レ
賛
者
紀
伊
国
牟
婁
郡
人
阿
古
志
海
部
河
瀬
麻
呂
等
兄
弟
三
戸
服
一
一
十
年
調
役
・
雑
径
」

：
：
：
」
と
あ
り
、
志
摩
国
英
虞
郡
の
行
宮
で
は
海
部
の
者
も
親
し
く
供
奉
し
て
い
た
。
こ
の
行
幸
で
女
帝
は
神
宮
に
参
拝
し
た
に
相
違
な
い

が
、
そ
の
神
宮
に
ゆ
か
り
の
深
い
美
濃
・
三
河
・
遠
江
な
ど
の
諸
国
の
氏
族
が
供
奉
し
た
中
に
、

お
そ
ら
く
麻
績
部
や
、
麻
績
と
縁
故
の
あ

る
ミ
ワ
系
氏
族
の
者
・
服
部
な
ど
も
参
加
し
て
、
歌
舞
が
催
さ
れ
た
機
会
な
ど
に
、
保
持
し
て
い
た
麻
績
王
の
伝
承
を
披
露
し
た
の
で
は
あ
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る
ま
い
か
。

こ
の
伊
勢
行
幸
と
い
え
ば
、
大
三
輪
朝
臣
高
市
麻
呂
の
「
農
作
之
節
、
車
駕
未
レ
可
一
一
以
動
一
」
と
い
う
諌
言
が
有
名
で
あ
る
。
そ
の
ミ
ワ

氏
と
縁
故
を
も
っ
「
麻
績
」
を
名
乗
る
王
の
伝
え
が
話
題
に
上
っ
た
と
す
れ
ば
、
大
い
に
一
行
の
興
味
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。

麻
績
王
が
天
武
四
年
に
罪
を
得
た
と
い
う
『
紀
』
の
記
述
は
、
王
自
身
が
主
犯
と
す
る
と
、
子
の
ほ
う
が
遠
流
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
点

一
応
史
実
と
し
て
立
て
て
、
目
下
の
資
料
の
範
囲
で
あ
え
て
有
り
得
べ

（
幻
）

き
罪
の
内
情
を
推
測
す
る
と
、
記
事
の
日
付
が
四
月
十
八
日
と
、
令
規
定
の
四
月
神
衣
祭
終
了
後
で
あ
る
こ
と

で
、
史
料
に
混
乱
が
あ
っ
た
か
と
い
う
疑
問
も
持
た
れ
て
い
る
が
、

（
「
延
喜
式
」で
は
「
始
レ

従
二
祭
月
一
日
一
織
造
。
至
二
十
四
日
一
供
祭
」
）
と
の
関
連
が
想
定
で
き
る
。
確
証
は
な
い
が
、
王
は
あ
る
い
は
神
衣
祭
に
関
し
て
、
重
大
な

（
幻
）

禁
忌
を
犯
し
た
の
で
は
な
い
か
。
伊
勢
神
宮
は
天
皇
の
独
占
的
信
仰
対
象
と
し
て
、
後
に
は
私
幣
禁
断
の
制
が
定
め
ら
れ
る
。
『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』
に
「
禁
一
一
断
幣
吊J王
臣
家
並
諸
民
之
不
レ
令
レ
進
一
一
幣
吊
」
重
禁
断
。
若
以
一
一
欺
事
一
幣
吊
進
人
遠
波
。
准
一
一
流
罪
一
勘
給
之
」
と
あ
る

よ
う
に
私
的
な
祈
願
を
厳
し
く
禁
じ
る
も
の
で

こ
の
制
度
が
天
武
朝
当
時
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
も
し
あ
っ
た
と
す
る

と
、
機
織
り
氏
族
に
縁
故
あ
る
王
が
い
か
に
も
犯
し
や
す
い
禁
制
と
し
て
、

」
れ
に
抵
触
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
紀
』
で
四
月
と
い
う
月
は
、
神
宮
と
の
関
わ
り
が
浅
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
掲
D
、
直
城
部
の
「
湯
人
」

が
伊
勢
の
神
に
仕
え
る
皇
女
と
の
姦
通
を
議
言
さ
れ
た
と
い
う
雄
略
朝
の
古
伝
承
も
「
四
月
」
で
あ
る
。
ま
た
天
武
二
年
四
月
十
四
日
に
は

「
欲
レ
遣
一
一
侍
大
来
皇
女
子
天
照
大
神
宮
一
」
の
記
事
が
あ
り
、
朱
烏
元
年
四
月
二
十
七
日
条
に
は
「
遣
一
一
多
紀
皇
女
・
山
背
姫
王
・
石
川
夫
人

於
伊
勢
神
宮
一
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
万
葉
集
で
麻
績
王
の
歌
の
前
に
は
、
同
四
年
二
月
に
伊
勢
神
宮
に
赴
い
た
十
市
皇
女
の
歌
が
載
る

が
、
皇
女
は
七
年
四
月
七
日
に
急
逝
し
、
十
四
日
に
葬
送
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
令
制
で
伊
勢
神
衣
祭
の
行
わ
れ
る
月
と
定
め
ら
れ
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た
四
月
と
い
う
月
は
、

天
武
・
持
統
朝
当
時
、
神
宮
と
関
わ
る
人
物
・
事
件
・
伝
承
の
記
憶
が
強
く
意
識
に
の
ぼ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

麻
績
王
の
件
も
、
実
情
は
結
局
不
明
と
し
て
も
、
「
物
語
歌
」
の
主
人
公
と
し
て
享
受
さ
れ
た
際
は
、天
ッ
神
へ
の
禁
忌
に
触
れ
た
が
た
め

に
、
購
罪
の
流
浪
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
解
釈
が
持
た
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
紀
の
隼
別
皇
子
、
万
葉
の
大
津
皇
子
な
ど
、
当
時
、
伊
勢
の
神
が
そ
の
運
命
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
信
じ

ら
れ
た
形
跡
の
あ
る
物
語
が
、
宮
廷
に
集
ま
っ
て
い
た
。
麻
績
王
伝
承
も
、
そ
の
系
統
の
一
つ
、
伊
勢
の
神
に
関
わ
る
悲
劇
の
物
語
と
し

て
、
同
じ
く
神
宮
に
関
わ
る
十
市
皇
女
の
晴
々
し
い
歌
と
対
照
的
な
一
対
と
し
て
、
巻
一
に
収
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ

ち
、
十
市
皇
女
の
歌
の
次
に
位
置
す
る
の
は
、
年
代
順
配
列
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
意
義
を
持
つ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

憶
測
に
な
る
が
、
A

の
歌
は
偶
然
か
、
伊
勢
行
幸
の
時
に
「
留
レ
京
」
の
柿
本
人
麻
日
が
作
っ
た
と
い
う
三
首
（
四O
l
四
二
）
と
実
に

響
き
合
う
内
容
を
持
つ
。
勿
論
こ
の
三
首
は
、
都
に
残
っ
た
男
が
、
旅
先
の
恋
人
の
姿
を
思
い
や
る
趣
向
で
詠
ま
れ
た
と
解
す
る
の
が
穏
当

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
鳴
呼
見
の
浦
に
船
乗
り
す
ら
む
娘
子
ら
が
玉
裳
の
裾
に
潮
満
つ
ら
む
か
」
（
四
O
）
「
釧
つ
く
答
志
の
崎
に
今
日
も
か

も
大
宮
人
の
玉
藻
刈
る
ら
む
」
（
四
二
「
潮
騒
に
伊
良
虞
の
島
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
島
み
を
」
（
四
二
）
と
思
慕
を
寄
せ
る

「
男
」
は
、
海
境
を
隔
て
た
岬
に
あ
っ
て
、
恋
慕
の
対
象
が
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
う
こ
と
叶
わ
な
い
と
い
う
、
流

罪
の
王
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
作
者
の
企
画
は
よ
り
具
体
的
に
納
得
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
あ
く
ま
で
印
象
解
釈
に
過
ぎ
な
い
が
。

た
だ
、
機
織
り
氏
族
の
持
つ
文
芸
と
い
え
ば
、
自
然
と
七
夕
が
想
起
さ
れ
る
。
女
帝
行
幸
は
三
月
だ
か
ら
時
期
的
に
合
わ
な
い
が
、
巻
十

五
の
遣
新
羅
使
人
の
船
旅
の
歌
群
に
は
、
海
路
を
ゆ
く
自
分
た
ち
を
彦
星
に
な
ぞ
ら
え
た
跡
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ほ
ど
突
飛
な
連
想
で
も
な
い

と
考
え
る
。
麻
績
氏
が
渡
来
系
の
機
織
り
集
団
と
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
雄
略
紀
十
四
年
正
月
条
に
、
呉
に
遣
さ
れ

た
な
す
ゑ
て
ひ
と
あ
や
は
と
り
き
白
血
ひ

た
身
狭
村
主
青
等
が
呉
国
の
使
と
共
に
「
旦
ハ
の
献
れ
る
手
末
の
才
伎
、
漢
織
、
旦
ハ
織
及
び
衣
縫
の
兄
媛
・
弟
媛
等
を
将
て
、
住
吉
津
に
泊
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み
こ
と
お
ほ

る
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
同
十
四
年
三
月
条
に
は
「
臣
連
等
に
命
せ
て
呉
の
使
を
迎
ふ
。
即
ち
呉
人
を
桧
隈
野
に
安
置
ら
し
む
。
因
り

く
れ
は
ら
な
づ

i
l
l－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
j
e
l
l
i
－
－
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

て
呉
原
と
名
く
。
衣
縫
の
兄
媛
を
以
て
、
犬
三
輪
神
に
奉
る
。
弟
媛
を
以
て
漢
衣
縫
部
と
す
。
漢
織
・
呉
織
の
衣
縫
は
、
是
飛
鳥
衣
縫
部
・

伊
勢
衣
縫
部
が
祖
な
り
」
と
あ
る
。
伊
勢
の
服
部
の
機
殿
が
あ
っ
た
地
は
旧
称
「
黒
部
」
と
い
い
、
隣
接
す
る
よ
う
に
麻
績
の
機
殿
も
あ
っ

こ
っ

J
－
f

、

7
0
9
J

カ

ク
ロ
べ
は
ク
レ
べ
の
転
か
も
し
れ
ず
、

ま
た
美
濃
に
お
い
て
、
前
記
の
よ
う
に
同
じ
里
に
ミ
ワ
の
者
と
「
秦
人
」
と
が
多
数
同

居
し
て
い
た
事
実
か
〉
わ
し
て
も
、
麻
績
・
服
部
の
人
々
が
七
夕
伝
説
に
な
じ
み
深
か
っ
た
可
能
性
は
考
慮
に
入
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

天
ッ
神
の
禁
忌
に
ふ
れ
て
、
伊
勢
か
ら
海
境
を
隔
て
た
伊
良
湖
に
流
さ
れ
た
機
織
り
王
と
い
う
状
況
は
、
い
か
に
も
七
夕
伝
説
を
応
用
し

や
す
い
。
そ
れ
で
、
麻
績
王
は
天
つ
神
に
仕
え
る
聖
な
る
女
性
と
姦
通
し
た
「
手
弱
女
の
惑
い
」
に
よ
り
：
：
：
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
も
、

あ
る
い
は
付
き
纏
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
す
る
。

* 

以
上
、
麻
績
王
伝
承
の
流
布
に
は
、
麻
績
氏
を
は
じ
め
同
氏
と
交
流
・
縁
故
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ミ
ワ
系
氏
族
、

服
部
氏
、

に
伊
福
部
氏
の
関
与
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
各
氏
を
結
ぶ
求
心
的
な
存
在
と
し
て
伊
勢
神
宮
が
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
。そ
し
て
万
葉
集

二
三
・
二
四
番
歌
は
持
統
六
年
伊
勢
行
幸
時
、
麻
績
と
ゆ
か
り
の
あ
る
諸
国
の
者
が
集
っ
た
際
に
採
集
さ
れ

あ
る
い
は
伝
承
を
も
と
に
新

た
に
創
作
さ
れ
て
神
宮
へ
の
禁
忌
を
犯
し
た
貴
人
の
悲
劇
の
物
語
と
享
受
さ
れ
て
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
加

え
て
文
芸
的
な
性
格
と
し
て
は
、
機
織
氏
族
に
馴
染
み
深
い
七
夕
の
モ
チ
ー
フ
の
影
響
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
予
想
を
述
べ
た
。

断
片
的
な
資
料
ば
か
り
で
迂
遠
な
考
察
に
終
始
し
た
が
、
古
代
文
芸
と
機
織
り
氏
族
と
の
関
わ
り
、
あ
る
い
は
機
織
り
氏
族
を
介
し
た
、

伊
勢
神
宮
と
古
代
文
芸
と
の
関
わ
り
等
、
広
が
り
の
あ
る
テ
l

マ
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

き
ら
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『
折
口
信
夫
全
集
〈
旧
〉
第
七
巻
』
所
収
「
日
本
文
学
の
発
生
序
説
」
中
の
「
小
説
戯
曲
文
学
に
お
け
る
物
語
要
素
」
ほ
か

お
－
M
番
歌
に
つ
い
て
、
折
口
説
を
土
台
に
比
較
的
詳
細
な
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
注
釈
書
と
し
て
は
、
西
郷
信
綱
氏
の
「
万
葉
私
記
」
、

伊
藤
博
氏
の
『
万
葉
集
全
注
巻
一
』
・
『
万
葉
集
緯
注
』
が
あ
り
、
論
文
と
し
て
は
桜
井
満
氏
「
東
歌
の
成
立
と
麻
績
部
の
伝
承
」
（
『
国
語
と

国
文
学
』
昭
和
叫
年
叩
月
）
・
三
塚
貴
氏
「
麻
績
王
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
約
号
、
昭
和
日
年
9

月
）
・
森
斌
氏
「
麻
績
王
問

答
歌
二
首
の
特
質
」
（
『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
第
認
号
、
平
成
4

年
ロ
月
）
・
多
国
元
氏
「
麻
績
王
伝
承
の
昇
華
l

王
伝
の
構

想
か
ら
｜
」
（
『
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
論
叢
』
第4
号
、
平
成
8

年
3

月
）
等
が
あ
る
。

各
氏
の
論
文
は
注
（
2

）
参
照
。

麻
績
氏
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
資
料
と
し
て
は
、
佐
伯
有
清
氏
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
考
証
篇
』
の
ほ
か
、
菊
地
康
明
氏
の
「
農
耕
儀

礼
と
生
活
」
（
『
古
代
の
地
方
史5

坂
東
編
』
第
六
章
）
が
有
益
で
あ
り
、
本
稿
は
こ
の
菊
地
氏
の
論
考
か
ら
多
く
の
教
示
を
得
た
。

「
い
ら
こ
島
考
」
（
『
寓
葉
ー
そ
の
異
伝
発
生
を
め
ぐ
っ
て
｜
』
）

国
史
大
系
本
文
は
「
麻
万
万
」
だ
が
、
九
条
家
本
に
は
「
麻
万
方
」
と
あ
り
、
万
葉
歌
に
み
え
る
地
名
「
円
方
」
（1

・
六
二
と
合
う
。

『
神
宮
雑
例
集
』
に
「
神
服
機
殿
師
勝
一
院
流
麻
績
機
殿
枯
開
欄
」
と
あ
り
、
流
田
郷
・
井
手
郷
は
近
接
す
る
。

注
（4
）
参
照
。

伊
福
部
に
関
す
る
諸
説
の
概
観
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
氏
編
『
日
本
古
代
氏
族
事
典
』
、
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
」
等
。

「
麻
羅
」
と
製
鉄
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
西
宮
一
民
氏
校
訂
『
古
事
記
』
（
新
潮
古
典
集
成
）
の
「
神
名
の
釈
義
」
天
津
麻
羅
の
項
参
照
。
機

織
り
と
製
鉄
と
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
渡
来
系
氏
族
の
招
来
し
た
技
術
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
ま
で
は
推
測
で
き
る
。
な

お
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
が
内
宮
相
殿
神
の
万
幡
豊
秋
津
姫
命
の
霊
の
御
形
を
剣
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
関
連
事
項
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

宮
原
武
夫
氏
「
調
庸
と
農
民
」
（
『
古
代
の
地
方
史5

坂
東
編
』
第
五
章
）
参
照
。

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
8

茨
城
県
』

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
、

、
王

(2 (3
) 

(4
) 

(5
) 

(6
) 

(7
) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

（
日
）

（
ロ
）

（
日
）
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（
日
）

（
日
）

（
日
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
幻

『
三
ケ
日
町
史
』

以
下
、
岡
本
初
生
衣
神
社
の
「
神
御
衣
調
進
神
事
」
に
つ
い
て
は
、

文
化
史
河
｜
H

）
よ
り
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
て
記
し
た
。

菊
地
康
明
氏
は
、
注
（
4

）
論
文
に
お
い
て
、
浜
松
市
の
伊
場
遺
跡
で
七
世
紀
末
ま
で
遡
る
可
能
性
の
あ
る
古
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、

「
神
麻
績
部
真
虫
女
」
の
名
が
み
、
た
る
こ
と
、
ま
た
天
平
年
間
の
「
浜
名
郡
輸
税
帳
」
や
大
宝
二
年
の
美
濃
国
の
「
本
費
郡
栗
栖
田
里
戸
籍
」

に
、
本
文
で
も
触
れ
た
よ
う
に
複
数
の
麻
績
・
服
部
の
者
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
文
献
史
料
で
は
十
世
紀
以
降
に
神
戸
が
成
立
し

た
と
記
さ
れ
る
美
濃
・
遠
江
か
ら
の
「
神
衣
の
料
糸
の
貢
納
は
、
八
世
紀
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
思
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。
神
宮
と

三
河
・
美
濃
・
遠
江
と
い
っ
た
国
に
住
む
機
織
り
氏
族
と
は
、
白
鳳
期
に
は
既
に
関
係
を
有
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
。

式
内
社
「
赤
日
子
神
社
」
で
、
綿
津
見
豊
玉
彦
・
豊
玉
姫
な
ど
を
祭
る
。
「
三
河
の
赤
引
糸
」
の
産
地
は
、
今
も
赤
引
温
泉
の
地
名
が
残
る

南
設
楽
郡
の
大
野
（
『
和
名
抄
』
服
部
郷
）
に
求
め
る
の
が
有
力
だ
が
、
こ
の
「
赤
孫
神
社
」
に
注
目
す
る
説
も
あ
り
（
角
川
地
名
大
辞
典

愛
知
県
）
、
も
し
関
連
が
あ
る
と
す
る
と
、
海
神
を
祭
っ
た
神
社
と
機
織
り
と
の
結
び
付
き
と
い
う
点
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

竹
内
淳
子
氏
『
草
木
布
H

』

宮
下
章
氏
『
海
藻
』
（
も
の
と
人
聞
の
文
化
史
）

本
文
で
詳
論
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、
伊
勢
神
宮
の
神
衣
祭
は
、
後
代
に
は
神
嘗
祭
よ
り
地
位
が
低
く
な
っ
て
い
く
も
の
の
、
白
鳳
期
に

は
神
宮
の
本
祭
だ
っ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
が
、
菊
地
氏
注
（
4

）
論
文
や
、
和
田
華
氏
「
兄
国
と
弟
国
｜
内
宮
の
相
殿
神
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

（
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
肥
・
信
仰
下
』
所
収
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
祭
に
関
わ
る
麻
績
氏
や
服
部
氏
は
、
政
治
的
に
は
非

力
と
し
て
も
、
特
別
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

岡
田
精
司
氏
「
古
代
文
学
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
l

皇
子
の
参
宮
伝
承
を
中
心
に
l

」
（
『
上
代
文
学
』
第
臼
号
、
平
成
元
年
日
月
）
は
、
私
幣

禁
断
の
制
に
着
目
し
、
伊
勢
神
宮
と
古
代
文
学
と
の
関
係
を
考
察
し
た
論
文
と
し
て
、
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

岐
阜
県
』
、
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
参
照
。

お
よ
び
竹
内
淳
子
氏
『
草
木
布
H

』

『
三
ケ
日
町
史
』

（
も
の
と
人
聞
の

17 18 （
日
）

（
却
）

（
幻
）

22 【
付
記
】
本
稿
は
、
井
口
樹
生
先
生
の
御
指
導
を
受
け
て
昭
和
六
十
一
年
度
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
を
素
材
に
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
古
代
文
芸
と
伊
勢
神
宮
と
の
関
わ
り
と
い
う
視
座
は
、
先
生
の
『
境
界
芸
文
伝
承
研
究
』
に
収
め
ら
れ
(362) 



た
「
固
関
考
」
「
倭
建
請
の
背
景
」
等
の
論
文
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
収
穫
の
乏
し
い
考
察
に
終
り
恐
縮
だ
が
、
井
口
先
生
の

学
恩
を
改
め
て
思
い
つ
つ
執
筆
し
た
。
今
後
も
ご
壮
健
で
刺
激
に
満
ち
た
研
究
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

(361) -124-


